
 

富士通（株）（6702）平成 20 年３月期 中間決算短信 

   【連結】 

４．通期の業績見通し

当中間期においては、売上高及び営業利益は７月公表時の計画を上回りました。国内外のサービス事業

やパソコン・携帯電話が伸長し、サーバ関連の所要が前倒しとなったことや費用の効率化に努めたこと

などによります。

当社グループでは好調を維持しているサービス事業のグローバルな展開能力の強化に引き続き積極的

に取り組んでまいります。ネットワークプロダクトでは顧客の投資内容の変化による伸び悩みと先行投

資の負担が続いていますが、システムプロダクトではＵＮＩＸサーバの新製品の販売開始などが寄与し、

システムプラットフォーム全体では回復傾向にあります。ＨＤＤの価格下落は落ち着きを見せているも

のの、新製品の安定的な量産がシェア拡大の鍵となります。ＬＳＩについても顧客の在庫調整は一段落

したものの、所要の回復が遅れています。

通期の業績予想につきましては、連結全体としては、１０月２２日に発表した数値から変更ありません。

中間期の営業利益は予想を上回りましたが、前年実績を下回るレベルに留まっております。第４四半期

に売上及び利益が集中するシステムプラットフォームで不確定要素が残っていることに加え、ＬＳＩや

ＨＤＤなどにおきましては、需要動向の不透明さが残っていることによります。

セグメント別の内訳につきましては、売上高は、連結全体では前回予想からの変更はありませんが、テ

クノロジーソリューションで所要の回復が遅れているネットワークプロダクトを減額し、為替の影響が

あったインフラサービスを増額するほか、中間期にパソコン・携帯電話が好調であったユビキタスプロ

ダクトソリューションを増額します。営業利益につきましても、売上高の見直しとあわせて、テクノロ

ジーソリューションの減額を見込む一方、ユビキタスプロダクトソリューションを増額します。

当社グループは今後とも年初の利益目標の確実な達成に向けて全力を挙げて取り組んでまいります。 

（単位：億円）

 2006年度  通期  2007年度  通期 ７月公表比

（実 績） （予 想） (10月22日公表比）

売 上 高 51,001 54,000 -

営 業 利 益 1,820 1,950 -

経 常 利 益 1,472 1,600 -

当 期 純 利 益 1,024 650 -

＜売上高及び営業利益 四半期別内訳＞ （単位：億円）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

（実績） （実績） （実績） （実績）

売 上 高 11,028 12,594 11,976 15,402 

営 業 利 益 145 360 71 1,243 

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

（実績） （実績） （予想） （予想）

売 上 高 11,668 13,463 13,000 15,868 

営 業 利 益 29 409 200 1,310 

営 業 利 益 116  49 128 67 

2006年度

前年同期比

2007年度

※上記業績予想の利用時における注意事項等については、本資料の２ページを参照して下さい。
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 [セグメント情報]
 ①事業の種類別セグメント情報 （単位：億円）

2006年度 2007年度

中間期

（実績）

通　期

（実績）

中間期

（実績）

前年同期比

増減率(%)

通　期

（予想）

前年比

増減率(%)

テクノロジー
ソリューション

売 上 高  14,286 31,570 15,075 5.5 33,000 4.5 

国 内

海 外

 9,429 

4,857 

20,877 

10,693 

9,273 

5,801 

1.6 

19.4 

21,300 

11,700 

2.0 

9.4 

営 業 利 益

(営業利益率)

 364 

( 2.6%) 

1,636 

( 5.2%) 

387 

( 2.6%) 

6.3 1,750 

( 5.3%) 

7.0 

ユビキタス
プロダクト

ソリューション

売 上 高  5,286 11,183 5,750 8.8 12,100 8.2 

国 内

海 外

 3,350 

1,935 

7,101 

4,081 

3,671 

2,079 

9.6 

7.4 

7,600 

4,500 

7.0 

10.2 

営 業 利 益

(営業利益率)

 199 

( 3.8%) 

416 

( 3.7%) 

218 

( 3.8%) 

9.1 400 

( 3.3%) 

4.0 

デバイス
ソリューション

売 上 高  3,769 7,626 3,979 5.6 8,200 7.5 

国 内

海 外

 2,156 

1,613 

4,570 

3,056 

2,613 

1,365 

21.2 

15.3 

5,000 

3,200 

9.4 

4.7 

営 業 利 益

(営業利益率)

 160 

( 4.3%) 

190 

( 2.5%) 

61 

( 1.5%) 

61.6 350 

( 4.3%) 

84.1 

その他

売 上 高  2,350 4,903 2,537 7.9 5,100 4.0 

国 内

海 外

 1,703 

647 

3,499 

1,404 

1,720 

817 

1.0 

26.2 

3,600 

1,500 

2.9 

6.8 

営 業 利 益

(営業利益率)

 49 

( 2.1%) 

105 

( 2.2%) 

58 

( 2.3%) 

18.2 100 

( 2.0%) 

5.3 

消去／全社
売 上 高

営 業 利 益

2,069 

267 

4,282 

527 

2,211 

285 

-

-

4,400 

650 

-

-

合計

売 上 高  23,623 51,001 25,131 6.4 54,000 5.9 

国 内

海 外

 15,033 

8,590 

32,749 

18,252 

15,615 

9,516 

3.9 

10.8 

34,200 

19,800 

4.4 

8.5 

営 業 利 益

(営業利益率)

 506 

( 2.1%) 

1,820 

( 3.6%) 

439 

( 1.7%) 

13.2 1,950 

( 3.6%) 

7.1 

2007年度通期

７月公表比

-

200 

200 

50 

( 0.2%) 

100 

200 

100 

50 

( 0.4%) 

-

-

-

-

( -%) 

100 

100 

-

-

( 0.1%) 

-

-

-

100 

100 

-

( -%)

 注）売上高にはセグメント間の内部売上高を含みます。
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②売上高の主要製品別内訳
2006年度

（単位：億円）

2007年度

中間期 通　期 中間期 前年同期比 通　期 前年比 2007年度通期

（実績） （実績） （実績） 増減率(%) （予想） 増減率(%) ７月公表比

 テクノロジーソリューション  14,286 31,570 15,075 5.5 33,000 4.5 -

システムプラットフォーム  3,387 7,037 3,173 6.3 7,100 0.9 200 

システムプロダクト  1,617 3,553 1,637 1.2 3,700 4.1 -

ネットワークプロダクト  1,769 3,484 1,535 13.2 3,400 2.4 200 

サービス  10,898 24,532 11,901 9.2 25,900 5.6 200 

ソリューション／ＳＩ  4,941 10,910 5,782 17.0 12,400 13.7 -

インフラサービス  5,256 11,648 5,866 11.6 12,600 8.2 200 

その他  700 1,973 252 64.0 900 54.4 -

ユビキタスプロダクトソリューション  5,286 11,183 5,750 8.8 12,100 8.2 100 

パソコン／携帯電話  3,637 7,686 4,069 11.9 8,200 6.7 200 

ＨＤＤ  1,554 3,298 1,592 2.4 3,700 12.2 100 

その他  93 198 88 5.8 200 0.8 -

デバイスソリューション  3,769 7,626 3,979 5.6 8,200 7.5 -

ＬＳＩ  2,362 4,735 2,579 9.2 5,300 11.9 -

電子部品他  1,407 2,891 1,400 0.5 2,900 0.3 -

注１）売上高にはセグメント間の内部売上高を含みます。

注２）製造と販売の一体化への取り組みを強化するための社内組織変更に伴い、「サービス」の「その他」に含まれていたＡＴＭ、

　　　ＰＯＳビジネス（2006年度の売上高 約1,170億円）は、当年度より金融ソリューション、流通ソリューションを含む

　　　「ソリューション／ＳＩ」に含めております。

③テクノロジーソリューションの営業利益内訳

2006年度

（単位：億円）

2007年度

 テクノロジーソリューション

 システムプラットフォーム

 サービス

中間期 通　期 中間期 前年同期比 通　期 前年比 2007年度通期

（実績） （実績） （実績） 増減率(%) （予想） 増減率(%) ７月公表比

 364 1,636 387 6.3 1,750 7.0 50 

( 2.6%) ( 5.2%) ( 2.6%) ( 5.3%) ( 0.2%) 

51 75 93 - 100 33.3 50 

( 1.5%) ( 1.1%) ( 3.0%) ( 1.4%) ( 0.7%)

 416 1,561 481 15.6 1,650 5.7 -

( 3.8%) ( 6.4%) ( 4.0%) ( 6.4%) ( -%) 

注）（　　）内は営業利益率であります。
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